主にある姉妹の証し　２　　　　　　　

                   2011年11月8日(火）学び会　ベック兄

引用聖句第１コリント11章

1 私がキリストを見ならっているように、あなたがたも私を見ならってください。

2 さて、あなたがたは、何かにつけて私を覚え、また、私があなたがたに伝えたものを、伝えられたとおりに堅く守っているので、私はあなたがたをほめたいと思います。

3 しかし、あなたがたに次のことを知っていただきたいのです。すべての男のかしらはキリストであり、女のかしらは男であり、キリストのかしらは神です。

4 男が、祈りや預言をするとき、頭にかぶり物を着けていたら、自分の頭をはずかしめることになります。

5 しかし、女が、祈りや預言をするとき、頭にかぶり物を着けていなかったら、自分の頭をはずかしめることになります。それは髪をそっているのと全く同じことだからです。

6 女がかぶり物を着けないのなら、髪も切ってしまいなさい。髪を切り、頭をそることが女として恥ずかしいことなら、かぶり物を着けなさい。

7 男はかぶり物を着けるべきではありません。男は神の似姿であり、神の栄光の現われだからです。女は男の栄光の現われです。

8 なぜなら、男は女をもとにして造られたのではなくて、女が男をもとにして造られたのであり、

9 また、男は女のために造られたのではなく、女が男のために造られたのだからです。

10 ですから、女は頭に権威のしるしをかぶるべきです。それも御使いたちのためにです。

11 とはいえ、主にあっては、女は男を離れてあるものではなく、男も女を離れてあるものではありません。

12 女が男をもとにして造られたように、同様に、男も女によって生まれるのだからです。しかし、すべては神から発しています。

13 あなたがたは自分自身で判断しなさい。女が頭に何もかぶらないで神に祈るのは、ふさわしいことでしょうか。

14 自然自体が、あなたがたにこう教えていないでしょうか。男が長い髪をしていたら、それは男として恥ずかしいことであり、

15 女が長い髪をしていたら、それは女の光栄であるということです。なぜなら、髪はかぶり物として女に与えられているからです。

16 たとい、このことに異議を唱えたがる人がいても、私たちにはそのような習慣はないし、神の諸教会にもありません。

重田兄が同じ箇所を読みましたから、私も同じ箇所について話さなくちゃいけない。本当は重荷なんです。この箇所について話したのは何年前かわからない、一回だけだったんです。その時のこのメッセージを聞いた人々は、アフリカにいた杉本兄なんです。この間、聞いたんですね。その時、彼らは何を考えたかもちろん解かりませんけれども、やっぱり読まれる箇所なのではないかと思います。

そして、主に仕える者としてやっぱり辛いこともあります。どうしてであるかと言いますと、聞く耳があればいいけれども、耳があっても聞く耳がなければ、従順に従おうという気持ちがなければ、やっぱり辛いことです。けれども大切なのは、目に見える結果ではなく、主の命令に従順に従うことだけなのではないでしょうか。

主に従順に従うこととは結局、聖所への唯一の道であり、また主に喜ばれる唯一の道です。テーマは先週と同じです。「主にある姉妹の証し」であります。

この箇所を読みながら、多くの人々はこの箇所を誤った解釈を施しているのではないかと思います。けれどもここで３節に書いているんですね。「あなたがたに知っていてもらいたい」聖霊に導かれて、パウロはこういうふうに書いたのです。ですから知るべき知識を持たなければ、決して良くない。

聖書の中でホセア書、次の箇所があります。「わたしの民は知識がないために滅ぼされる。あなたがたは知識を捨てたゆえに、わたしもあなたを捨てて、わたしの祭司としない。あなたは、あなたの神の律法を忘れたゆえにわたしもあなたの子らを忘れる」と書いてあります。神の知識に富む者となりたいのではないでしょうか。

この１１章で姉妹たちが祈ったり預言したりする時、どのような態度をとり、どのような服装をすべきか教えています。すなわち、姉妹は女らしくしていなさい。「兄弟と同じ権威を持っているとは思うな」とパウロは言っています。当時のコリントの教会とは、あまり良い状態ではなかったのです。彼らの間では非常に風紀が乱れ、男女の区別が少なくなるといった危険にさらされていました。

主にある姉妹は、あくまで主から与えられた男女の区別をはっきりさせなければならない。もしそうしなければ、娼婦と同じように見られてしまうと、パウロはまず警告しています。男子と女子は、主にあってもちろん何の差別もありません。平等です。けれども、女子の頭は男子であり、「女子は女子として男子に従属する立場をとりなさい」とパウロは御霊に感じて言っているのです。

その現れとして、姉妹は髪の毛を長くし、かぶりものを被りなさいというわけです。パウロはその当時の習慣がそうだから、そうしなさいと言ったばかりでなく、その裏に隠れている真理に目を留め、証しのためにそうしなさいと薦めているのです。

もちろん短い髪の毛をしている人で、本当に霊的に深い恵まれた姉妹たちもたくさんいます。これに反して、長い髪の毛をしている女の方で、真の救いを知らないで偽善者の生活をしている人々も多いのではないでしょうか。ですから、信者になるには、長い髪の毛をしなければならないなどということはありません。

パウロはここで、「長い髪の毛をし、かぶりものをしなさい」とはっきり言っていますが、この言葉と真正面から取り組まず、この言葉を避けて通るために、いろいろな解釈を施しています。

まず、神のことばはそのまま解釈する必要はない、パウロはこのように書いているが、神の御心は違うところにあると考える人も確かにいます。主なる神は、私たち一人ひとりに解かるようにお話になります。みことばにそう書いてあったら主はそうさせたく思っておられます。

それに加えて主は、私たちがみことばに従順に従うように願っておられます。そして、我々の従順は、いけにえや奉仕にまさるものと主は思っておられます。主は、我々の成した奉仕に従って、我々に報いられないで、みことばに私たちが従順に従ったかどうかによって報いられると、聖書は何回も言っているのです。

パウロは、神のことばを曲げないとコリントの教会に書き送っています。みことばを曲げて解釈するということは、この問題は、コリント人たちだけに向けて書かれている。神のことばをそのまま受け取る必要はない。これは表面的、また掟的に解釈されるべきではなく、もっと霊的な解釈をされるべきだ。心の持ち方が大切であり、髪の毛の長さ、何か外に現れることはあんまり大切ではない。このような態度は、みことばを曲げることになります。

コリント第１の手紙１１章は、パウロによって書かれたばかりではなく、御霊によって書かれたことは言うまでもない。御霊が語ることは、時間と場所の制約がありません。パウロの言葉に疑問を持ち、この１１章をそのまま受け取らない理由として、これは今の時代には当てはまらない。

その当時と今の時代とは違うという人もいます。もし、髪の毛を長くし、かぶりものを被るのが時間がたつと、いつか消えてしまう流行であるならば、御霊は決してこのようにしなさいと言われなかったでしょう。御霊は、つまらない表面的な事に関しては、永遠に変わることのない規則を作ったりいたしません。

主なる神は、ある時代にだけ当てはまる事を聖書に述べてはおられません。時代が変わり環境が変わったら、みことばも変わるなどということは、もちろんあり得ない。我々は末の世に生きています。まもなく、反キリストが起こってくるでしょう。悪魔はだんだんその力を及ぼしてきます。

終戦後、法律で男女平等が唱えられました。婦人たちはだんだん指導的立場を獲得し、男の上に立つようになりました。これは、やはり末の世のしるしと言わざるを得ない。ドイツの総理大臣は女性でしょ。笑いますけれども、本当は泣くべきです。

これは上から出たものではなく、下から出てきたと思います。婦人が男の形をとり男の立場に出て来る、これを人々は確かに進歩だよ、発展だと言っています。神の目からは正しくないものに見えます。多くの人は、どんな髪の毛をしてもかまわない、神様はそのようなことは気にも留めないと考えています。

私たちもそう思うかもしれない。我々に大切なのは、何でしょうか。主のみことばですか、この世の流行でしょうか。または自分の考えなのでしょうか。とにかく大切なのは、それが上からのものか、または下からのものかを見分ける、見極めることであります。この間もちょっと引用したルカ伝７章の中で、ある罪ある女について書いてあります。一節だけまた読みます。

ルカ伝７章３８節

38 泣きながら、イエスのうしろで御足のそばに立ち、涙で御足をぬらし始め、髪の毛でぬぐい、御足に口づけして、香油を塗った。

聖書が言っているのは、長い髪は女の光栄です。罪の女は長い髪で、主の足をぬぐいました。罪の女には長い髪のほかに、ひとつの光栄も持っていませんでした。罪の女はこのただ一つの光栄を主にささげました。

イエス様はこれを非常にお喜びになったのです。もし罪の女が、短い髪をしていたならば、一つの光栄を身に着けていないことになり、主の御足をふくこともできなかったでしょう。自然は長い髪は女の光栄であると書いてあります。長い髪を持っていないなら、それは悲しむべきことであり、恥ずべきことであると聖書は言っているのです。

旧約聖書においては、髪の毛を切ることは何を意味していたかと言いますと、悲しみと恥と裁きを意味していたのであります。私たちが問題にしているこのコリント第１の手紙１１章の主なメッセージは、信者は聖霊の御支配のもとでは、男は男らしくあり、女は女らしくある。けれども、下からの霊の支配のもとでは、男が女らしくなり、女が男らしくなり、女は男のように髪の毛を切り、かぶりものを被らず祈るようになるということです。

コリント第１　１１章１５節

15 女が長い髪をしていたら、それは女の光栄であるということです。なぜなら、髪はかぶり物として女に与えられているからです。

髪を切るとは、当時のコリントの習慣であり、時代が問題で今日の時代には当てはまらないとするのは、悪魔の策略です。パウロは御霊により、もし人のためにやらないなら、天使、目に見えない天使のためにやってくださいと言っています。

ヘブル書１章１４節に「わたしたちはいつも天使に取り囲まれている」と書いてあります。

1:14 御使いはみな、仕える霊であって、救いの相続者となる人々に仕えるため遣わされたのではありませんか。

ペテロは天使によって、奇跡的に救いにあずかることが聖書に書かれています。

使徒行伝１２章７節

7 すると突然、主の御使いが現われ、光が牢を照らした。御使いはペテロのわき腹をたたいて彼を起こし、「急いで立ち上がりなさい。」と言った。すると、鎖が彼の手から落ちた。

ペテロだけじゃなくてパウロもよく御使いについて書いたのです。

使徒行伝２７章

23 昨夜、私の主で、私の仕えている神の御使いが、私の前に立って、

24 こう言いました。『恐れてはいけません。
このパウロは、天使と悪霊を身近に感じて生活していました。パウロは言っています。「信者であるあなたがたが、悪霊の仲間になることを望まない。」　悪魔、悪霊どものさかづきを飲むことはできないとコリント第１の手紙１０章２０節から２２節に書かれています。

我々の戦いは、人間に対する、血肉に対する戦いじゃなくて、天上にいる悪の霊に対する戦いであるとあります。パウロは信者たちでも、注意を怠るなら悪霊の仲間になることができるのだと忠告しています。けれども、パウロはなぜ髪の毛を長くし、かぶりものを被るのは天使のためにそうしてくれと言っているのでしょうか。

それは、信じる者は将来、御使いたちを裁く者になるとコリント第１の手紙６章３節に書かれています。悪魔は、末の世にいよいよ、光の御使いを装いあい、信じる者の目をくらまそうとしてやって来ます。私たちも当時のコリント人たちと同じように、天使と悪霊に取り囲まれているはずですが、このコリント第１の手紙１１章のみことばは、我々にももちろん当てはまります。

みことばを時代と環境にかこつけて解釈して行くなら、いくらでも曲げて解釈することができます。聖書のことばは神のことばでしょうか。人間の言葉でしょうか。または人によって、解釈することが許される言葉でしょうか。イエス様は言いました。「天地は滅びるであろう。しかし、わたしのことばは滅びることはない。」マタイ伝２４章３５節

　昔むかし、申命記４章２節に同じようなことばが書かれています。

4:2 私があなたがたに命じることばに、つけ加えてはならない。また、減らしてはならない。

同じ意味のことばは聖書の最後の黙示録にも書かれています。

22:18 私は、この書の預言のことばを聞くすべての者にあかしする。もし、これにつけ加える者があれば、神はこの書に書いてある災害をその人に加えられる。

イエス様が地上で語られたことは、福音書にしるされていますけれども、その後、書簡にしるされていることは、天から啓示されて与えられたことばです。この天から啓示されたみことばで、今日の我々に当てはまらないみことばがあるのでしょうか。

パウロはまた、コリント第１の手紙１４章３７,３８節で、「今まで説いてきたことばは、自分から出たものではなく、神の命令だ」と言っています。もし、ある人が自分は預言者か霊の人であると思っているなら、「私があなたがたに書いていることは、主の命令だと認めるべきである。もしそれを無視する者があれば、その人もまた無視される。」とあります。

短い髪の毛とかぶりものの問題を、誤った解釈をする人のもう一つの言い分は、「それは掟的だ。我々は救われて掟から解放されているはずだ。」と言います。このように言う人々は、神のみことばに対する知識がないからか、またはそのみことばに対して、自らの内にやましいところがあるか、のどちらかなのではないでしょうか。

このように考えている人々の信仰は、定まりがないでしょ。このみことばとこのみことばは、掟的であり、このみことばは掟的でないと言って解釈していくなら、みことばは、どれだけ信頼を置いてよいか解からないはずです。

けれども、多くの人々は、掟とは何であるか全く解からない。けれども大切です。はっきり言います。掟は、人間に対する主の御心です。聖書を読んでいきますと、律法にかなう者に、律法にかなわぬ者、律法を見失っている者の二つに人々が分かたれているのであります。聖書でいう律法を失った人々とは、神を無視する人、罪の人を指しています。

神の掟と神の御心は、時代に変わりなく、全うされていかなければならないはずです。「盗むなかれ、姦淫するなかれ」というみことばは、今も当てはまる神の掟です。コリント第１の手紙１１章を掟的であると否定しながら、一方では「盗むな、姦淫するな」との掟をすすめるのは、いかに論理にかなわぬことではないでしょうか。私たちは掟より解放されていると言って、１１章を無視する人々に、「それではあなたは、姦淫しますか、盗みますか」と聞くとしますと、それらの人々はもちろんとんでもないというでしょう。

主なる神は、アダムとエバに厳しい掟を与えました。アダムとエバがそれを破った時、神は厳しい罰を与えたまいました。これは神の間違いだったのでしょうか。イスラエルの民が、荒野でつぶやいた時に蛇を下したのは、充分に厳しい裁きでした。また神は不従順なイスラエルの民を、敵の報酬として渡されました。これも主の厳しい裁きで表しています。

神の怒りを感じることなくして、主の愛を受けることもできないでしょう。掟は、神の養育係りであるとガラテヤ書に書かれています。十戒と山上の垂訓を比べてみると、イエス様は、律法を強調するために来られたことがよーく解かります。掟的にならないように、忠告しているパウロでさえ、コリント第１の手紙１４章３４節には「律法も命じているように服従すべきである」と掟を守るべきことを明らかにしています。

けれども、旧約聖書と新約聖書のあいだには、どのような違いがあるでしょうかね。旧約聖書においては、掟を何とかして人の力で守ろうとする態度が見られます。新約聖書においては、信じる者の内に住みたもうイエス様が、実際に掟を守らしめてくださることが書かれています。掟はどの時代においても守られるべきであります。

ヨハネ第１の手紙２章４節

4 神を知っていると言いながら、その命令を守らない者は、偽り者であり、真理はその人のうちにありません。

パウロもテサロニケにいる人々に書いたのです。

テサロニケ第２の手紙　３章１４節

14 もし、この手紙に書いた私たちの指示に従わない者があれば、そのような人には、特に注意を払い、交際しないようにしなさい。彼が恥じ入るようになるためです。

コリント第１の手紙　１４章３４節

34 教会では、妻たちは黙っていなさい。彼らは語ることを許されていません。律法も言うように、服従しなさい。

掟的な人とはどういう人かと言いますと、奴隷のようにびくびくしながら、刑罰を恐れて掟を守ろうとする人です。掟から解放されている人とは、イエス様に対する愛の現れとして、自らすすんで掟を守ろうとする人のことを言います。

ガラテヤ書５章１８節

18 しかし、御霊によって導かれるなら、あなたがたは律法の下にはいません。

御霊が我々を導くことができるようになって、初めて私たちは解放された者であり、内に住みたもうイエス様が掟を守ってくださるのです。キリストは掟の終わりではなく、掟を全うするためにおいでになったとあります。

肉につけるキリスト者のしるしは、神の御心を退けることです。自分は掟より解放され、御霊に導かれていると言いながら、神のみことばに従わず、流行に押し流され従うとは、つじつまが合わないことです。

流行やその他の点において、この世に学ばないようにしたいものです。実際問題として、切った髪を伸ばし、この世の流行に逆らって証していきたいものです。また、多くの人々は、ただ大切なのはイエス様の愛であり、その他のものは大切ではないと言います。

けれども、神のみことばを意識的に守らないで、「私はイエス様を愛している」と言えるのでしょうか。あるいは、婚約した二人がいるとします。男の人が女の人に「お願いします。これとこれをやってもらいたい」とお願いします。後で会った時、「どうやったの？」と尋ねますと、「いや、やっていない。けれども私はあなたを愛する。」と言っても、ちょっとおかしいんじゃないでしょうか。

イエス様は、「わたしを愛するなら、わたしの戒めを守りなさい」と言っておられます。私たちが、「主よ。あなたの御心を教えてください」と祈るのは「主よ。あなたの掟を示してください」と祈っていることと同じです。主のみことばを読む時、自分の身にピッタリすることばだけを受け取り、そうでないものは見向きもしない、といった人がいるのではないでしょうか。

いくつかのみことばを行いたくない、避けていながら神の御心は何であるか教えてくださいと祈るのは、本当に無駄です。もし、そのような状態なら、他のみことばを研究する聖書の研究会に、いくら出席しても他の説教を聴いても役に立たない。みことばは、実際生活に生きてこないでしょう。最後に、長い髪の毛とかぶりものの問題を大切にしない人々は、髪の毛やかぶりものの問題はきわめて表面的な問題だと言います。そういう人々は、だいたいペテロ第１の手紙３章３節、４節のみことばを盾に取ります。

3:3 あなたがたは、髪を編んだり、金の飾りをつけたり、着物を着飾るような外面的なものでなく、

3:4 むしろ、柔和で穏やかな霊という朽ちることのないものを持つ、心の中の隠れた人がらを飾りにしなさい。これこそ、神の御前に価値あるものです。

ペテロは当時の信じる者に書き送ったのです。けれども、ここで言っている内なる人、朽ちることのない飾りとは、いったいどのような飾りでしょうか。この飾りは、みことばに対する不従順をつけて、身につけることができるのでしょうか。

もし、この問題がそんなに表面的なつまらない問題ならば、パウロは深い霊的な真理を述べているあいだに、髪の毛とおおい、夫と妻、男女の関係、子供の養育、主人としもべなどという一般に言われる小さな問題を入れなかったと思う。

多くの人が言う、いわゆるこれらの小さな事柄は、多くの奥にある深い霊的真理の現れです。現われがなければ、霊的真理の役に立ちません。外側のものは、大して大切ではない、それを取り出して言う必要もないという人もいます。イエス様が言われたたとえの中で、婚礼に招かれた人々の中で、一人だけ礼服を着ない人がいて締め出されたのです。

なぜそうさせられたのでしょうか。着物だって表面的な問題ではないでしょうか。追い出されたこの人は、着物は着たくなかったが、心はきれいだったのではないか。着物と心に関係があるのでしょうか。心が良ければ、それは自然に外側に現れてきます。ですから、それは表面的な事と言って、一概に退けることはできません。長い髪の毛と頭の覆いは、心の状態の現れです。

ここでもう一度、髪の毛とかぶりものの事を考えてみましょうか。パウロは、天使のため、天使のためにも髪を長くしなさいと書き送っていますが、その後、何も説明していない。多分パウロは前にもうすでにこの問題に対しては、コリント人に詳しく話しておいたのではないか。はっきり解かっているのは、パウロはコリントの人々に手紙を２つじゃなくて４つ書いたのです。

２つは無くなったのです。パウロは天使のためと書いたのです。今日、ちょっと暇がないんですけれども、民数記５章１１節から３１節までは、この問題に関して、私たちに何か暗示を与えていないでしょうか。この箇所には、もし夫が自分の妻に疑いをいだいた時、その妻は祭司の前に立たせられ、試されます。

もし、夫の疑いが真実なら妻のからだは呪われて、悲惨な状態になるということが書かれていますが、疑われた妻は試されるまでに、髪の毛をとかされるということが書かれています。１８節

5:18 祭司は、主の前に女を立たせて、その女の髪の毛をとかせ、その手にねたみのささげ物である覚えの穀物のささげ物を与える。祭司の手にはのろいをもたらす苦い水がなければならない。

これは何を意味しているかと言いますと、結んである髪の毛は、夫の支配のもとにあることを表し、といた髪の毛は、夫の支配を去ったことを表しているものと考えられます。髪がとかれた時、夫の支配が女より去り、と同時に悪霊の支配が女の上に臨み、もし汚れていれば、その妻は悲惨な様になるのだと考えられます。

もしも髪の毛をほどくことが問題だったのではなく、やましい良心が問題だったのであります。おもしろいことに、絵を描く人は、街を描く時、いつも髪を振り乱した女を描きます。また聖い女を描く時には、いつも整った髪の毛をした女を描きます。髪の毛を切ってしまいますと、編むことができません。といたほどいたままにしておくよりほかに仕方がない。

このコリント第１の手紙１１章では、長い髪は女の光栄であると書いてありますが、女の短い髪の毛は、不名誉であり、恥であるというわけです。私たちはキリストをかしらとするキリストのからだです。ですから、一つの肢体が恥とされれば、それはかしらなるキリストを辱めることになります。

パウロは天使たちのためにも髪の毛を長くしなさいと言っていますが、この問題が見える世界ばかりじゃなくて、見えない世界も影響があるのだ、すなわち天使にも悪魔にもイエス様にも関係があるのだと言っているのです。

もし、悪霊の支配のもとに入ってしまうなら、本当に災いなことです。髪の毛を長くする姉妹は幸いです。それは自らを美しく飾るばかりじゃなく、天の悪霊の前にも証しすることであり、イエス様をお喜ばせすることです。したがって、この問題は表面的な問題じゃなくて、見えない世界にも影響を及ぼす、大切な問題です。

続いてパウロが同じところで取り上げている、かぶりものについて考え書いたのです。かぶりものを被るということは、一度、テーマで言いましたように、厳しく強制される掟ではなく、証しの問題です。このかぶりものを戒めとしてとったなら、霊的にあんまり価値のないものと見られるでしょう。

かぶりものを着けることを戒めとするなら、いのちのない掟として感じるでしょう。パウロは女はかぶりものを着け、男は頭におおいをつけるべきでない。また女は教会で教えてはならないと言っているのであります。こうやりなさい、こうやってはいけないということが問題なのではない。

霊的な真理に対する証しが問題です。もし姉妹たちがこの霊的真理をよくわきまえるなら、集会の時にかぶりものを着けることは、自分にとって栄誉であり、光栄であると思い１００の帽子をかぶってもよいと思うようになり、かぶりものを着けることにことさらに反対することはできません。

それではこのかぶりものの問題の裏にある、霊的な真理は何でしょうか。従属と守りです。キリストはご自身のからだの頭です。すべてのものは主に従属しています。このイエス様の支配の真理を知るならば、祝福のうちに聞き入れられるはずです。すべての祝福は、イエス様に従属することからでてきます。

主のご支配に従うところには、私たちの全き献身があり、祝福の泉がそこから湧き出てきます。このイエス様のご支配に従う証しが、婦人のかぶりものに現れているのです。婦人がかぶりものをするのは、婦人は男の支配のもとにあるばかりではなく、主の支配のもとにあることを証ししています。

エペソ書５章２２節

22 妻たちよ。あなたがたは、主に従うように、自分の夫に従いなさい。

夫たちは喜んで、このような聖書を読むかもしれない。けれども、２５節もう一つのことばが書いてある。

5:25 夫たちよ。キリストが教会を愛し、教会のためにご自身をささげられたように、あなたがたも、自分の妻を愛しなさい。

妻たちは、こういうふうに愛されれば喜んで従います。婦人たちのかぶりものは、すべての祝福は主に全く従属することから溢れ流れ出るということを証しています。この大きな霊的な真理を証しする特権が姉妹にだけ与えられています。この霊的真理を表面的な現れによって現すことを、イエス様は願っておられます。

聖餐式も洗礼式も霊的の真理の現れですが、イエス様はそうすることを願っておられます。これは表面的なことのように見られますが、主の大きな願いに至る道でもあると聖書は言っています。姉妹方が、この神のみことばに従い、誇りを持って霊的な真理を証しするならば、実に幸いなことと思います。不従順は愚かしいことです。何と多くの祝福が従順によって得られることでしょう。これ以上、御霊を受け入れ満たされたくない人は、従う必要もないでしょう。

使徒行伝５章３２節

32 私たちはそのことの証人です。神がご自分に従う者たちにお与えになった聖霊もそのことの証人です。

神ご自身に従う者に賜う聖霊とありますが、多くの人々は主に従い聖霊を賜わり祝福にあずかっています。聖書の中でいろいろな命令が書かれています。「手を伸ばせ」「床を取り上げて歩め」「わたしに従い、ただ信ぜよ」「集会の時、かぶりものを被って証せよ」「淫婦のごとく髪の毛を切り、長い髪の光栄を捨てるなかれ」と言われるなら、これは表面のことではなく、はっきり示されている主の願いです。

従順は、計り知れない祝福をもたらし、不従順は悪霊の支配に私たちを引き入れます。だからパウロは、コリントにいる人々に書いたのです。「私はあなたがたが悪霊の仲間になることを望まない」と。

すべての祝福は主にあり、自分は主に全く捧げているということを証しするかぶりものの証しは、吠えたける獅子のように居眠っている悪魔の軍勢から、自らを守ることを意味しています。「我々の戦いは、血肉に対する戦いではなく、天上にいる悪の霊に対する戦いである」と書かれていますが、いったいこれは何を意味しているのでしょうか。悪の霊の力は、私たちに現実的に感じられるでしょうか。

また悪霊の目的は何であるか。悪霊はどこで働いているのかを知っているのでしょうか。我々も疑いもなく今、末の世に生きています。そして聖書には、末の世では悪霊の働きが強くなり、人間に特に婦人に、その影響があると教えています。イエス様は、末の世を「ノアの時のようなものである」と言ったのです。

マタイ伝２４章

37 人の子が来るのは、ちょうど、ノアの日のようだからです。

38 洪水前の日々は、ノアが箱舟にはいるその日まで、人々は、飲んだり、食べたり、めとったり、とついだりしていました。

39 そして、洪水が来てすべての物をさらってしまうまで、彼らはわからなかったのです。人の子が来るのも、そのとおりです。

ノアの時代の悪霊の働きの様について、おもに創世記６章１節から４節までによーく書かれています。

6:1 さて、人が地上にふえ始め、彼らに娘たちが生まれたとき、

6:2 神の子らは、人の娘たちが、いかにも美しいのを見て、その中から好きな者を選んで、自分たちの妻とした。

6:3 そこで、主は、「わたしの霊は、永久には人のうちにとどまらないであろう。それは人が肉にすぎないからだ。それで人の齢は、百二十年にしよう。」と仰せられた。

6:4 神の子らが、人の娘たちのところにはいり、彼らに子どもができたころ、またその後にも、ネフィリムが地上にいた。これらは、昔の勇士であり、名のある者たちであった。
パウロは当時、信じる者に書いたのは、「私は、あなたがたが悪霊の仲間になることを望まない」　女性は、よきにつけ悪しきにつけ、見えない世界に入る入り口のようなものと聖書は言っています。例えばエバは、たしかに悪い方でした。

コリント第２の手紙１１章３節

3 しかし、蛇が悪巧みによってエバを欺いたように、万一にもあなたがたの思いが汚されて、キリストに対する真実と貞潔を失うことがあってはと、私は心配しています。

テモテ第１の手紙２章１４節

14 また、アダムは惑わされなかったが、女は惑わされてしまい、あやまちを犯しました。

これに対して、マリヤは良い方の入り口です。マリヤは親しい御霊との交わりを持ち、イエス様を胎に宿し、イエス様はマリヤより産まれました。だからパウロは、天使のためにと言っているのです。ここまで今日、共に考えたことがまことであるか、偽りであるか知ることができます。

これはもし私たちが、実際に従ってこれを行なう時、何も起こらないなら、それは偽りであり、従うことにより祝福と力が注がれるなら、それはまことと言わなければならないのではないでしょうか。まことの真理を曲げて解釈するならば、それは人間的な考えかもしれないし、親切であるかもしれない。解かりやすいかもしれないけれども、実際生活に力が湧いてこない。

